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Abstract 23 

Social isolation and loneliness are significant social issues that adversely affect 24 
physical and mental health, necessitating health marketing strategies for early 25 
prevention and mitigation. As part of this effort, this study developed a community 26 
group recommendation system that combines data from body composition scales with large 27 
language models. The system was envisioned for practical use in Oiso Town, Kanagawa 28 
Prefecture, utilizing a list of local community groups built on publicly available 29 
municipal data. The system provides recommendations for community groups based on 30 
individual body composition data. Validation using simulated user data confirmed that 31 
it is possible to make community group recommendations based on body composition, 32 
potentially contributing to the alleviation of social isolation and loneliness as well 33 
as the creation of new social opportunities. However, challenges such as recommendations 34 
biased towards body composition data, insufficient reflection of medical evidence and 35 
personal preferences, and dependency on the version of the large language model and 36 
prompt design were identified. Future improvements should involve supervision by 37 
medical and welfare professionals to enhance reliability and reflect the diverse needs 38 
of users in system design. 39 
 40 

要旨 41 
 社会的孤立・孤独は心身の健康に重大な悪影響を及ぼす重要な社会問題であり、早期の予防42 
や解消に向けたヘルスマーケティング戦略が求められる。その一助として、本研究では体組成43 
計から得られる測定データと大規模言語モデルを組み合わせた地域活動団体推薦システムを開44 
発した。神奈川県中郡大磯町における実用化を想定し、自治体による公開資料に基づき構築し45 
た地域活動団体リストを活用して、個人の体組成データに基づく地域活動団体の推薦を実現し46 
た。仮想利用者データを用いた検証においては、体組成データに基づく地域活動団体の推薦が47 
可能であることが確認され、社会的孤立・孤独の解消や新たな交流機会の創出に寄与する可能48 
性が示された。一方で、推薦内容が体組成データに偏ることや、医学的根拠や個人の趣味・嗜49 



 

 

好を十分に反映できないこと、また推薦内容が大規模言語モデルのバージョンやプロンプト設50 
計に依存することなどの課題も明らかになった。今後は、医療・福祉の専門家による監修を取51 
り入れ、信頼性の向上と利用者の多様なニーズを反映したシステム設計が求められる。 52 
 53 
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 57 
1. 序文 58 
 社会的孤立・孤独は心身の健康に重大な悪影響を及ぼすことが広く指摘されている。社会的孤59 
立・孤独は早期死亡リスクを増大させる重要な要因であり、その影響は喫煙や肥満といった従来60 
のリスク要因に匹敵すると報告されている（Holt-Lunstad et al., 2015）。特に高齢者において61 
は、社会的孤立が心血管疾患や抑うつ症状のリスクを高めることが報告されており（Steptoe et 62 
al., 2013: 中込, 2024）、健康寿命の延伸を目指す政策課題の一環としての一次予防が重要とさ63 
れている（浦, 2024）。一方で、孤独を感じる割合は高齢者層よりも若い年代の方が多いという64 
調査結果も示されており（内閣官房孤独・孤立対策担当室, 2022）、社会的孤立・孤独の予防を65 
考える場合、高齢者のみならず幅広い年代や属性を対象とする包括的なアプローチが必要と考え66 
られる。 67 
 その一つとして、各地域に存在する多様な社会的ネットワークへのアクセスを提供する支援体68 
制の整備（Leigh-Hunt et al., 2017）がある。特に自治体による地域活動団体の情報提供に関69 
しては、これまでさまざまな取り組みが行われてきたが、対人かつ個別の紹介という形式が多く、70 
人的資源を多く要する反面、いわゆる「孤立・孤独予備群」への働きかけに限界があり、効率性71 
を欠くことが課題とされている（村山ら, 2024）。たとえば、英国発祥の「社会的処方」 72 
(Department of Health, 2006)という手法は、医療単独では解決が難しい生活上の困りごとを抱73 
える住民のために「リンクワーカー」と呼ばれる人々がその地域における人とのつながりを創り74 
出す取り組みであるが、リンクワーカーの育成や処遇など人的コストが高いという運営上の課題75 
が指摘されている。また基本的に困りごとを抱えて相談に来る人々を対象とするため、ハイリス76 
クでありながらその自覚のない住民に予防的な支援を提供することは難しい。 77 
 そこで本研究では、これらの課題を解消するために、体組成計と人工知能（生成AI）の組み合78 
わせにより地域活動団体を推薦する新たなシステムを構築した。体組成計は年齢や性別を問わず79 
広く利用可能であり、BMIや体脂肪率などの指標を提供することで、健康状態に基づいた地域活80 
動（例：運動サークル、料理クラブ）と関連付けられる可能性がある。また比較的安価で購入可81 
能であり、操作にも専門的知識を必要としないことから、地域のイベント会場などで広く利用で82 
きる。さらに、体組成測定の直後に個人の健康状態に関連した地域活動を推薦することにより行83 
動変容の促進に寄与すると考えられる（Wu & Sheng, 2021）。測定結果に基づく具体的な提案を84 
行うことで、住民が自身の健康状態と関連した地域活動の価値を認識しやすくなれば、地域活動85 
への参加により新しい人間関係を築く動機付けとなる可能性がある。したがって、体組成計を活86 
用した地域活動団体推薦システムは、社会的孤立・孤独の予防・解消ならびに健康維持・増進の87 
両面から、幅広い世代に対するヘルスマーケティング戦略（Grier & Bryant, 2005）としての展88 
開が期待される。ヘルスマーケティングは、自治体などの「非営利組織が商用マーケティングの89 
方法論・技法を応用して、人々に社会的に好ましい行動を起こすことを目的として」（日本ヘル90 
スマーケティング学会, 2025）いる。対象とする住民に対し、好ましい行動（例：地域とのつな91 
がり）の魅力を伝える一方、その行動に伴うコスト（例：地域活動団体を探す）を低減すること92 
に優れているため、教育や法律といった他の手法に比べ、社会的孤立・孤独の予防・解消に有効93 
であることが期待される（Rothschild et al., 1999）。本システムは現段階では地域のイベント94 
会場における集合型測定会での活用を想定しているが、将来的には個人情報保護等の倫理的課題95 
を解決した上で、より幅広い住民に対してアプローチが可能なシステムへの発展を目指している。 96 
 加えて本研究では、体組成計により得られたデータに基づき、生成 AI の一つである大規模言97 
語モデルを連動させて地域活動団体を推薦する仕組みを整えた。情報技術を活用する推薦システ98 
ムは過去にも開発されてきたが、利用者の過去の行動・選択に基づく推薦手法（例：コンテンツ99 



社会的孤立・孤独の解消・予防に向けた大規模言語モデルを 
用いた体組成データに基づく地域活動団体推薦システム 

 

 

3 

ベースフィルタリング（Javed et al., 2021）、協調フィルタリング（Xiaoyuan & Taghi, 2009））100 
には行動履歴の十分な蓄積なしでは適切な推薦が行えないという大きな課題（コールドスタート101 
問題）が存在していた。またこれに加え、行動履歴の蓄積や利活用に伴う情報安全および個人情102 
報管理に関する懸念やシステム設計・運用の複雑さがあるため、広く活用されるには至っていな103 
い。 104 
 これに対し、本研究では大規模言語モデルに内包された知識を地域活動団体の推薦に活用する105 
ことで、従来の手法に伴うこれらの問題を回避した新たな仕組みの実施可能性を検証する。大規106 
模言語モデルとは、大量のテキストデータで事前に学習した、自然な文章生成・理解が可能な人107 
工知能(AI)モデルであり、入力された情報の文脈を踏まえて柔軟に応答を生成することができる。108 
この技術により、従来のルールベース（単純な規則に則り機械的な判断を行う方式）型やキーワ109 
ードに応じたマッチング型のシステムに比べ、より多様な表現やニュアンスに対応でき、利用者110 
ごとの個別性に配慮した応答や提案が可能となる。 111 
 以上より、本研究では、体組成データを用いた地域活動団体推薦システムの設計を行い、試行112 
段階における実施可能性を検証することを目的とする。この目的を達成するため、実施可能性の113 
検証項目として(1)システムが実際の運用場面で利用可能な時間内に推薦結果を提供できるか114 
（システム稼働時間）、(2)大規模言語モデル（GPT-3.5-turbo と GPT-4o）の違いが推薦内容にど115 
のような影響を与えるかの2点を評価した。また、その結果を通じてヘルスマーケティング手法116 
としての可能性と課題について検討する。住民の体組成データを用いた地域活動団体推薦の具体117 
的な方法を明らかにすることで、社会的孤立・孤独の一次予防に寄与する新たなモデルの有用性118 
を提示することを目指す。 119 
 120 
2. 方法 121 
 社会的孤立・孤独の予防・解消を目的とした地域活動団体推薦システムを構築するにあたり、122 
当研究の協力自治体である神奈川県中郡大磯町を対象地域として想定した。本節では、システム123 
の全体構成および実装手法を説明する。評価項目としては、1.システム稼働時間（体組成データ124 
取得から推薦結果出力までの処理時間）と、2.使用する大規模言語モデル（GPT-3.5-turbo と GPT-125 
4o）による推薦結果の差異（具体性・多様性の違い）を設定した。これらを検証するための手順126 
についても述べる。図 1「システム構成図」に示す通り、本システムは「(1) 地域活動団体リス127 
トの構築」「(2) 利用者情報の取得」「(3) 大規模言語モデルによる推薦文生成」「(4) 推薦結果128 
の出力」の 4 つのステップで構成される。ステップ(1)のリスト構築は事前に行い、システム稼129 
働時にはステップ(2)から(4)を繰り返し実行する。 130 

 131 
図 1 システム構成図 



 

 

2.1 地域活動団体リストの構築 132 
 本システムでは、住民に適切な地域活動を推薦するため、事前に地域活動団体リストを構築し133 
た。本研究では、大磯町役場が公開している情報（例：「おおいそ生きがいマップ」）をもとに、134 
著者のうち 2 名が共同で、住民の多様な興味・関心に応えるべく、幅広いジャンルの地域活動135 
（例：健康、趣味、ボランティア、地域交流）を網羅するリストを作成した。なお、本研究での136 
リスト作成は、新たな団体を追加することなく、自治体が公表している情報を整理・再編成した137 
ものである。また、試行段階であることを念頭に、団体所在地や連絡先などの情報はリストに含138 
めないこととした。地域活動団体リストの一部を表 1 に示す。リストはCSV形式で管理し、大規139 
模言語モデルが直接参照しやすい形に加工した。これにより、モデルが正確かつ効率的にデータ140 
を活用できるようになった。 141 

2.2 利用者情報の取得 142 
 本システムでは、利用者の健康状態や生活状況を考慮した推薦*を実現するため、タニタ社製マ143 
ルチ周波数体組成計MC-780A を用いて体組成データを取得する。この体組成計は、体重、体脂肪144 
率、BMI、筋肉量、脂肪量など、計52項目の詳細なデータをリアルタイムで測定する高精度な装145 
置である。データ取得のプロセスでは、ノート PC (Apple 社製 MacBook Pro) と体組成計をシリ146 
アル通信で接続し、測定データを PC のメモリ上で一時的に管理する。これにより、データのセ147 
キュリティを確保しつつ迅速な処理が可能となった。また、年齢・性別・身長といった追加情報148 
は利用者本人の申告を基に入力する。 149 
本研究はシステム稼働状況の検証を目的としており、実際の利用者は存在しないため仮想デー150 

タを生成して使用した。具体的には、原田ら（2018）の研究で報告された体組成データの平均値151 
を参照し、青年期、壮年期、中年期、前期高年期、後期高年期の5段階に年代を分類した上でそ152 
れらを性別ごとに分類した計 10 パターンの仮想利用者データを作成し、検証に用いた。これら153 
のデータは、体組成計（タニタ社製 マルチ周波数体組成計MC-780A）から得られる主要指標（例：154 
BMI、体脂肪率、筋肉量、基礎代謝量）を基に、各年代に応じた平均的な健康状態を想定した。こ155 
れらの値を表 2 に示す。 156 

 
*当該推薦システムの実装に際しては、地域のイベント会場における集合型の測定会のような状況を想定してお

り、各家庭で測定したデータを送信する形での情報取得は行わない。 

団体名 ジャンル 内容・特色 

ストレッチクラブ 健康 

ストレッチとダンベル体操・股関節の可動領域を広

げ、体を柔らかくします。各種スポーツのケガ予防

を図ることにつながります。筋肉を伸ばすことによ

り、血液循環を促進し、脂肪を燃焼させます。寝つ

きが良くなり、疲れも取れやすく、腰痛や怪我予防

に役立ちます。300g の玄米ダンベルを使ったダンベ

ル体操は、握力を強くし血流促進につながります。 

地域ボランティア ちいきの集い 

いつまでも健康で自立した生活を送って頂くよう毎

回体操（舌体操・指体操・ストレッチ）、歌・ゲーム

等をしています。保育園児との交流会、クリスマス

会、お茶会など月毎に企画しています。特技をお持

ちの地域の方をお招きして披露して頂く事もありま

す。また、毎月第 4水曜日におおいそ学園で縫い物、

繕い物のボランティア活動をしています。 

ガーディアンクラブ ボランティア 

腕章、タスキ、帽子を着用し懐中電灯、拍子木、拡

声器を持って活動。空き巣防止、不審車両発見等の

活動。単に巡回だけでなく、年 3～4回、花見、餅つ

き、地引網、芋煮会、忘年会等、会員相互の親睦と

コミュニケーションも図っています。 

表 1 「おおいそ生きがいマップ」に基づく地域活動団体リスト（一部） 
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 157 
2.3 大規模言語モデルによる推薦文の生成 158 
 大規模言語モデルと連携し、利用者情報に合わせて推薦団体と推薦文の生成を行う。本研究159 
ではOpenAI 社の GPT-4o モデル（Generative Pre-trained Transformer 4 omni;  2024年 5月160 
公開）および GPT-3.5-turbo モデル（Generative Pre-trained Transformer 3.5; 2022年 11161 
月公開）を使用し比較を行った。GPT-4o は、テキスト理解および生成性能が高く、従来のGPT162 
モデルに比べ、推論精度や文脈理解力が大幅に向上したモデルである。また、人間からのフィ163 
ードバックによる学習（RLHF: Reinforcement Learning from Human Feedback）が行われてお164 
り、真実性（正しい内容であるか）、無害性（規範に従った内容であるか）、有益性（意図に沿165 
った回答であるか）が旧モデル（GPT-3系）と比較し向上しているとされている（GPT-4 | 166 
OpenAI, 2025）。 167 
 これらの特徴から、本研究において構築する地域活動団体推薦システムは、提示されたデー168 
タに基づき利用者の特性に即した詳細な推薦理由を速やかに生成することが期待される。本研169 
究では、GPT-4o のこの高い文脈理解能力を活用し、体組成データから個々のユーザの健康状態170 
を考慮した精度の高い推薦を行うことを目的としている。一方で、RLHF が行われてないGPT-171 
3.5-turbo モデルとも比較を行い、提示される情報の質という面から実施可能性がどの程度向172 
上するかについても検証を行う。 173 
 これらのモデルに対し、地域活動団体リストを提示した後、各利用者のデータに基づきリス174 
トから3つの推薦団体を選び、その名称・活動内容を推薦理由と共に、プログラムで処理を行175 
いやすいJSON形式にて出力するよう指示した。実際の指示文であるテキストプロンプト（以176 
下、プロンプト）を図 2 に示す。変数{active_group_list}には事前に構築した地域活動団体リ177 
ストを代入し、変数{score_data}にはシリアル通信によって取得した利用者の体組成データを178 
代入する。 179 

グループ 

男性 女性 

青年

期  

壮年

期  

中年

期  

前期 

高年

期 

後期 

高年

期 

青年

期 

壮年

期 

中年

期 

前期 

高年

期 

後期 

高年

期 

年齢 24 38 52 69 80 25 38 56 70 79 

身長(cm) 171.7 173.5 171.9 167.1 163.7 164.2 159.1 159.1 155 153.4 

体重(kg) 64.5 71.7 70.8 65.1 61.8 49.4 54.6 55 51.3 50.2 

BMI 21.8 23.9 23.9 23.3 23 18.4 21.6 21.8 21.4 21.3 

体脂肪率(%) 15.3 18.7 18.2 20.9 23.3 24.9 26.9 27.5 28.1 29.1 

除脂肪体重(kg) 54.6 58.2 57.9 51.5 47.4 37.1 39.9 39.9 36.9 35.6 

体水分率(%) 59.5 59.7 59.7 57.8 56.4 54.3 53.4 53.2 52.1 51.7 

基礎代謝量(kcal/日) 1600 1655 1610 1450 1350 1180 1230 1210 1150 1120 

全身筋肉量(kg) 50.5 54.1 53.6 48.6 45.1 34.4 37 36.5 34.4 32.6 

右上肢筋肉量(kg) 2.5 2.7 2.8 2.5 2.3 1.5 1.8 1.7 1.5 1.5 

右下肢筋肉量(kg) 9.8 10.2 9.9 8.9 7.6 6.8 7 6.3 5.6 5.4 

左上肢筋肉量(kg) 2.4 2.6 2.6 2.4 2.1 1.5 1.7 1.6 1.5 1.5 

左下肢筋肉量(kg) 9.8 9.9 9.7 8.6 7.5 6.8 6.9 6.1 5.5 5.2 

全身体幹筋肉量(kg) 25.9 28.3 28.4 26.4 25.2 17.5 19.2 20.1 19.4 18.8 

全身脂肪量(kg) 9.9 13.4 12.9 13.6 14.4 12.3 14.9 15.1 14.4 15.6 

右上肢脂肪量(kg) 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 

右下肢脂肪量(kg) 1.9 2.4 2.4 2.1 2.1 2.9 3.1 3 2.7 2.7 

左上肢脂肪量(kg) 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 

左下肢脂肪量(kg) 1.9 2.5 2.3 2.1 2.1 2.8 3.1 2.9 2.7 2.7 

表 2 体組成計による筋肉量・脂肪量の測定報告における各年代の平均値（原田ら, 2018） 



 

 

 180 

 181 
2.4 推薦結果の出力 182 
 大規模言語モデルによる出力結果を、事前に用意したPDFのテンプレートに変換し、プリンタ183 
（EPSON 社製）と連動して、団体名・活動内容・推薦理由が印字された用紙を利用者に配布可能184 
にする。利用者が持ち帰って検討できるよう紙媒体での提供方法を採用した。 185 
 186 
3. 結果 187 
3.1 全体的なシステム稼働状況 188 
 本研究では、目的および方法で設定した評価項目に基づき、(1)システムの稼働時間（推薦結189 
果を出力するまでの処理時間）と、(2)GPT-3.5-turbo モデルとGPT-4o モデルが提示する推薦内190 
容の具体性・多様性の差異について検証を行った。まず、システムの稼働時間に関しては、いず191 
れのモデルもデータの取得から推薦団体の印刷出力までを平均 2分以内で完了した。システム試192 
行時には、データ取得や待機の間に大きな遅延が発生することはなく、平均応答時間は 2～3 秒193 
程度に収まった。これらの結果から、実運用上の待ち時間は最小限に抑えられており、即時性の194 
高い処理手順を維持できることが確認された。 195 
 196 
3.2 システムによる出力結果 197 
 システムによる出力結果は、各仮想利用者データにおける年代・性別・体組成値の違いに応じ198 
て適切に変化していた。出力結果の一例を表 3 に示す。たとえば、男性中年期の仮想利用者デー199 
タにおいてGPT-4o モデルを使用した場合、全身筋肉量が約 53.6kg と比較的高く、基礎代謝量も200 
1610kcal と高めであることから、筋力や柔軟性をさらに活かす活動が提案された。 201 
 202 
 203 

図 2 大規模言語モデルへのプロンプト 
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表 3 システムによる地域活動団体の推薦結果と推薦理由（一部） 

対

象

者 

モデル 団体名 活動内容 推薦理由 

男

性 

中

年

期 

GPT-

3.5- 

turbo 

骨太体操 

ボラン 

ティアの会 

参加者の年齢に合わせ

て、準備運動、軽いリズム

体操、ＡＤＬ（日常動作能

力）を高める体操、ストレ

ッチを行います。参加者

の中から腰痛が治った、

膝痛がやわらいだとの声

を多く聞きます。楽しみ

ながら筋力アップ、転倒

予防、ストレスの解消が

できます。 

体組成計のデータに基づき、全身

筋肉量が53.6kgと健康的な筋肉量

を保持しているため、骨太体操ボ

ランティアの会の体操やストレッ

チを通じて、筋力アップや転倒予

防に効果を期待できます。 

 

 

 

 

ヨガ 

スタジオ 

忙しい日々を送る女性た

ちにリラクゼーションと

活力を提供するヨガクラ

ス。 

 

 

 

体組成計のデータに基づき、体水

分率が 59.7%と十分な水分を保持

していることから、ヨガを通じて

リラックス効果やストレス解消が

期待できます。ヨガは心身のバラ

ンスを整える効果があり、体幹筋

肉量や姿勢改善にも良い影響を与

えます。 

ダンス・ 

スタジオ 

様々なダンススタイルを

融合したクラスを提供

し、楽しみながら体を動

かします。 

 

 

 

 

体組成計のデータに基づき、全身

筋肉量が53.6kgと適切な筋肉を保

持していることから、ダンスを通

じて楽しみながら体を動かすこと

で筋力アップや心臓機能の向上が

期待できます。また、ダンスは運動

量が増えることから基礎代謝量の

向上にも役立ちます。 

GPT- 

4o 

ストレッチ 

クラブ 

ストレッチとダンベル体

操・股関節の可動領域を

広げ、体を柔らかくしま

す。各種スポーツのケガ

予防を図ることにつなが

ります。筋肉を伸ばすこ

とにより、血液循環を促

進し、脂肪を燃焼させま

す。寝つきが良くなり、疲

れも取れやすく、腰痛や

怪我予防に役立ちます。

300g の玄米ダンベルを使

ったダンベル体操は、握

力を強くし血流促進につ

ながります。 

現在の体組成データでは、全身筋

肉量が53.6kg で、健康的ですが、

柔軟性や体幹の強化、高齢化に伴

う怪我予防も大切です。ストレッ

チクラブでは、ストレッチやダン

ベル体操を通じて柔軟性を高め、

筋力をさらに活かすことができま

す。特に体幹筋肉量 28.4kg を上手

く活用しながら、安全に体を柔ら

かくしていくために適していま

す。 

 

 

 

 



 

 

写真教室 

（楽写会） 

写真教室（勉強会、作品講

評会）撮影した作品を持

ち寄り、自己の技術の向

上に努力しています。撮

影会などで四季折々の写

真撮影を行い楽しくやっ

ています。 

 

写真撮影は、自然の中でカメラを

持ち運ぶことが求められます。体

重 70.8kg、健康的な筋肉量を持つ

あなたにとって、散歩感覚での撮

影活動は運動不足を解消し、スト

レスの軽減にも役立ちます。四季

折々の自然を題材にした撮影は心

を和ませ、健康的な活動に繋がる

ためおすすめです。 

合唱 

サークル 

明るく笑顔が素敵なサー

クルです。毎回体操で体

をほぐし、発声も基礎か

ら練習しています。イタ

リア語の合唱曲にも挑戦

しています。 

 

 

 

基礎代謝量が1610kcalと高いあな

たには、全身を使う活動がぴった

りです。合唱サークルでは歌唱活

動を通して呼吸法や発声法を学

び、全身を効果的に使用すること

で心肺機能を高められます。体重

維持にも役立ちますし、音楽活動

は心の健康にも大変良い影響をも

たらします。活力ある生活を送り

たい方には最適です。 

女

性 

前

期 

高

年

期 

GPT-

3.5-

turbo 

骨太体操 

ボラン 

ティアの会 

参加者の年齢に合わせ

て、準備運動、軽いリズム

体操、日常動作能力を高

める体操、ストレッチを

行います。参加者の中か

ら腰痛が治った、膝痛が

やわらいだとの声を多く

聞きます。楽しみながら

筋力アップ、転倒予防、ス

トレスの解消ができま

す。 

体脂肪率が 28.1%とやや高めであ

るため、骨太体操ボランティアの

会の運動プログラムは体脂肪を減

らし、筋力をアップさせるのに適

しています。腰痛や膝痛を改善す

るための筋力トレーニングやスト

レッチが提供されており、健康維

持に適しています。 

 

 

 

ラジオ 

体操会 

地域の老若男女が集ま

り、健康維持を目指すラ

ジオ体操を毎朝公園で行

います。 

 

 

 

基礎代謝量が1150kcal/日であり、

朝のラジオ体操会は活動量を増や

すのに適しています。基礎代謝量

を上げることで代謝を促進し、健

康維持や体脂肪を減らす効果が期

待できます。朝の空気を吸いなが

らの運動は気持ちもリフレッシュ

させ、活力を与えます。 

ヨガ 

スタジオ 

忙しい日々を送る女性た

ちにリラクゼーションと

活力を提供するヨガクラ

ス。 

 

 

 

 

身体の筋肉量が34.4kgと比較的高

く、全身体幹筋肉量が19.4kg と安

定しているため、ヨガスタジオで

のヨガクラスは筋力アップや柔軟

性を高めるのに適しています。ヨ

ガはリラックス効果もあるため、

ストレス解消や心身のバランスを

整えるのに効果的です。 

GPT- 

4o 

ストレッチ

クラブ 

ストレッチとダンベル体

操・股関節の可動領域を

広げ、体を柔らかくしま

ストレッチクラブでは股関節の可

動域を広げるプログラムを提供し

ているため、姿勢改善や血流促進、
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  204 
具体的には、ストレッチとダンベル体操で体幹強化やケガ予防を図る「ストレッチクラブ」、散205 
歩感覚で写真撮影を楽しみつつ運動不足を解消する「写真教室（楽写会）」、そして呼吸や発声を206 
通じて全身を効果的に使う「合唱サークル」が推薦された。推薦理由には、利用者の「体重 70.8kg」207 
「全身筋肉量 53.6kg」「体幹筋肉量 28.4kg」などの数値に触れ、運動機能の維持向上や心身のリ208 
フレッシュといったメリットが具体的に挙げられていた。 209 
 一方、女性前期高年期の例では、加齢に伴う筋力低下や柔軟性不足に配慮する形で、運動習慣210 
の形成と社会参加の両面を促進する活動が推薦された。表 3 にあるように、股関節の可動域を広211 
げる「ストレッチクラブ」は筋力強化とケガ予防を兼ね備えており、巡回活動を通じて日常的に212 
歩行運動を行う「ガーディアンクラブ」は有酸素運動不足の解消に有効である。また、心の健康213 
と創造性を高める「ポエトリー・フォー・ソウル」は、バランスの取れた体組成を持ちつつ精神214 
的リフレッシュを求めている人に適しているとの理由も提示された。 215 
また、2022年 11月に公開された GPT-3.5-turbo と 2024年 5月に公開された GPT-4o の比較に216 
おいて、同一プロンプトを使用した際にモデルバージョンが推薦内容に与える影響も確認された。217 
具体的には、GPT-3.5-turbo では「骨太体操ボランティアの会」「ヨガスタジオ」「ダンススタジ218 
オ」といった運動系団体が中心となり、推薦理由は「体重やBMIが健康的なのでアクティブな活219 
動がよい」といった抽象的な表現にとどまる場合が多かった。一方、GPT-4o は「ストレッチクラ220 
ブ」「写真教室（楽写会）」「合唱サークル」といった多様な活動ジャンルを提示し、加えて「全221 
身筋肉量が 53.6kg と高めであるため、筋力維持と柔軟性向上を目的としたストレッチが適して222 
いる」など、具体的な体組成データを根拠とする説明を付与した。これにより、利用者の身体的223 
特徴と活動内容の関連性がより説得力をもって示され、興味や納得感を高めやすいと考えられる。224 
さらに、女性前期高年期のデータを入力した際にも、GPT-3.5-turbo では「骨太体操ボランティ225 

す。各種スポーツのケガ

予防を図ることにつなが

ります。 体組成計データ

に基づき、筋肉量の均整

が整っていない方や、柔

軟性を高めたい方に最適

です。 

ケガ予防に効果を発揮します。特

にダンベル体操では筋力の強化も

期待でき、筋肉量を増やすために

は理想的な団体です。 

 

 

ガーディア

ンクラブ 

腕章、タスキ、帽子を着用

し懐中電灯、拍子木、拡声

器を持って活動。空き巣

防止、不審車両発見等の

活動。 

 

 

 

 

有酸素運動が不足している方に推

奨です。歩行による巡回活動を行

うため、体力性に自信がない方で

も気軽に参加でき、健康維持に役

立ちます。また、地域の安全に貢献

できるため、社会的意味を見出し

ながら体を動かすことができるで

しょう。筋肉量の低下が進んでい

る方は、日常的な運動を通じて改

善が期待されます。 

ポエトリ

ー・フォ

ー・ソウル 

詩を書いたり、朗読する

ことで感情を表現するク

ラブ。 

 

 

 

 

 

 

バランスの取れた体組成を持ち、

心のリフレッシュを求めている方

におすすめです。身体を動かすだ

けではなく、精神的な豊かさを求

める活動として、詩を通して感情

表現や内面を磨くことができま

す。特に精神的なストレス解消や、

新たな趣味を開拓したい方にその

機会を提供し、心と体の健康を総

合的にサポートします。 



 

 

アの会」「ラジオ体操会」「ヨガスタジオ」のような運動系のプログラムを中心に推薦した。同モ226 
デルは男性・女性のいずれのケースでも「ヨガスタジオ」など、比較的似通った活動を推薦する227 
傾向が見られ、その理由も体脂肪率や基礎代謝量などの数値を参照しつつも、全体的に汎用的で228 
大きな差が感じにくい。一方、GPT-4o は多様で異なるジャンルの団体を示し、身体データと精神229 
的リフレッシュの両面を考慮したより多様性のある推薦を行った。このような差異は、GPT-3.5-230 
turbo よりも新しいモデルである GPT-4o の方が利用者ごとのニーズに対応できる可能性を示唆231 
した。 232 
 233 
  4. 考察 234 
 本研究で開発したシステムは、体組成データに基づいて地域活動を短時間で推薦できる仕組み235 
として、従来の人的推薦に比べて自動化・非属人化が可能であり、また単純な規則に則り機械的236 
に処理される仕組みよりも、大規模言語モデルを活用することで多様かつ広範なニーズへの対応237 
が可能である点で有用性・効率性が高いことが示された。まず、有用性に関しては、出力結果が238 
仮想利用者の年代・性別・体組成値の違いに応じて適切に変化しており、利用者の筋肉量・柔軟239 
性・精神的負担などを総合的に考慮し、身体面・心理面双方の利点を強調する推薦理由が添えら240 
れていた。このように対象者の属性の違いに応じて推薦する地域活動団体が変化する点は、本シ241 
ステムが体組成データを考慮しながら多様な団体とのマッチングを試みていることを示してお242 
り、各利用者のニーズによりきめ細やかに沿った提案をすることで、地域活動への参加が促進さ243 
れやすいと考えられる。 244 
 効率性に関しては、本システム稼働中の実運用上の待ち時間は最小限に抑えられており、即時245 
性の高い処理手順を維持できることが確認された。よって本システムは多数の利用者に連続して246 
対応する場面でも著しい遅延が生じにくく、大規模イベント等での活用に十分に堪えうると考え247 
られる。従来の自治体ホームページを通じた情報提供や、対面での個別紹介と比較して、情報探248 
索の負担を軽減し、人的資源不足を補う解決策として機能する可能性がある。したがって不特定249 
多数が利用する場面においても効果的な社会的つながりを促進することが期待される。 250 
 251 
4.1 体組成データに基づく推薦の利点と限界 252 
 体組成データのみに基づく推薦は、健康面の潜在的ニーズを掘り起こす一方で、医学的根拠や253 
個々人の趣味・嗜好を十分に反映しづらいという制約があり、結果として参加意欲が高まりにく254 
い可能性がある。たとえば、表 3 に示した通り、異なる属性の利用者に対しても「ストレッチク255 
ラブ」という同一の団体が重複して推薦される例が見られた。これは体組成データに基づいた結256 
果、身体活動に結びつくコミュニティが推薦されやすい状況が生まれていると推測され、体組成257 
データ以外のニーズをどのように結果に反映するかが今後の課題となる。 258 
 また、本研究は仮想データを用いた検証を実施しており、実際の利用者や専門家による推薦結259 
果の評価・検証を行っていない。そのため、推薦結果の妥当性や有効性の判断には限界がある。260 
今後は、医療・福祉の専門家による推薦結果の評価や、実際の利用者を対象にした実証的な評価261 
を予定しており、より客観的で実用性のある検証を進める必要がある。さらに、本システムが社262 
会的孤立・孤独の予防に貢献するためには、現在の集合型測定会という形式を超えて、より多様263 
な住民層にアプローチできる仕組みの構築が不可欠である。個人情報保護等の倫理的配慮を十分264 
に行った上で、自宅等でも利用可能なシステムや、潜在的に孤立・孤独のリスクを抱える住民へ265 
の能動的なアプローチ手法の開発が今後の重要な課題となる。 266 
 267 
4.2 大規模言語モデルの運用に関する課題 268 
 大規模言語モデルを用いた推薦においては、モデルのバージョンやプロンプト設計が出力結果269 
に大きく影響することが確認された。この違いは、推薦内容の説明性や利用者の納得感に直接影270 
響を与えるため、より高性能なモデルを選択することの意義を強調している。また、今回のシス271 
テムでは、プロンプトを固定しており、利用者の個別ニーズや特定の関心領域を直接反映する仕272 
組みは含まれていなかった。これにより、似たような体組成の利用者に同様の基準で活動が推薦273 
される傾向が見られた。今後は、プロンプトを動的に変更できる仕組みを導入し、例えば「趣味274 
活動を優先」「運動習慣の改善を重視」といった利用者のニーズや目的に応じて出力内容を調整275 
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できる設計が望まれる。このような動的プロンプト生成は、より個別化された推薦を実現するた276 
めの重要なステップとなる。 277 
 278 
4.3 社会的孤立・孤独の課題解決に向けた応用可能性 279 
 社会的孤立・孤独は、人口高齢化や都市化、地域コミュニティの分断など、多面的な要因が絡280 
み合う複雑な社会問題である。本研究で提案したシステムは、体組成データを活用して利用者に281 
新しい地域活動参加の機会を提供することで、この問題の解決に寄与する可能性を示した。特に、282 
本システムが提供する推薦は、利用者自身が気づいていなかった興味関心や潜在的なニーズを掘283 
り起こし、新たな地域活動への参加を促す点で意義深いと言える。さらに、体組成データに基づ284 
く客観的な推薦理由の提示は、利用者の関心を引き出し、行動を起こすためのきっかけを提供す285 
る役割を果たしている。例えば、筋肉量や基礎代謝量の数値が具体的に示され、それに基づく活286 
動が提案されることで、利用者は推薦内容の妥当性を理解しやすくなる。このようなアプローチ287 
は、社会的孤立・孤独を解消するための初期段階として、利用者にとって無理のない形で社会的288 
つながりを形成する支援につながる。 289 
 一方で、社会的孤立・孤独の問題は、単に参加機会を提供するだけでは十分に解決されない。290 
実際に利用者が活動に参加し、その後も継続して関わるためには、医療・福祉の専門家を含む多291 
職種間の連携が必要である。身体的リスクや運動負荷への配慮、心理的支援など、多面的な要因292 
を統合的に考慮することで、活動の持続性を高めることが可能となるだろう。また、本研究では293 
実際の利用者を対象にした検証が行われておらず、推薦内容が実際にユーザの健康促進や社会的294 
孤立・孤独の解消に有効であるかについては十分に確認できていないため、妥当性には課題が残295 
る。今後は、神奈川県中郡大磯町を中心に実際の利用者を対象とするフィールドテストを行い、296 
推薦システムの実効性や推薦結果に対するユーザの満足度を評価する計画である。 297 
 298 
5. 結語 299 
 本研究では、社会的孤立・孤独の予防・解消を目指し、体組成計から得られる体組成データと300 
大規模言語モデルを組み合わせた地域活動団体推薦システムを構築し、その有用性と課題につい301 
て検討した。本システムを利用することで、体組成の測定直後に個人の体組成データを反映した302 
地域活動団体の推薦が短時間で行えることが確認され、大規模イベント等でも簡便に住民と団体303 
のマッチングを実施できる可能性が示唆された。一方で、同じ体組成データを持つ利用者に対し304 
て類似の団体が繰り返し推薦される傾向や、生成 AI のバージョン差・プロンプト差によって推305 
薦内容が変化する問題も浮き彫りとなった。また、体組成データだけでは医療的視点や個人の嗜306 
好を十分に網羅できないため、今後は専門家の監修を通じた正しい医学情報の導入や、利用者の307 
趣味・嗜好・生活習慣を考慮する仕組みが求められる。 308 
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